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島崎  裕司さん
しまざき  ゆうし 　26歳　落合町阿部

　日本料理店で働く裕司さんは、板前修業をし
た前の職場の先輩（現在の職場の店主）に誘われ
て、岡山市から高梁市に移住してきました。
　小学校低学年時の作文に「将来は料理人にな
りたい」と書いた、根っからの料理好き。趣味
の釣りでも「食べられる魚」を狙います。
　もう一つの趣味は、ギター演奏やカラオケを
楽しむこと。「高梁は自然がいっぱいで好き」と
いう反面、「遊ぶところが少ないのが残念」と若
者らしい意見も。とはいえ、「今は仕事のこと、
料理が上手くなることで頭がいっぱいです」と
話します。
　「良い板前であるには、良い人間であることが
大事。お客さんだけでなく、まわりの人たちと
仲良くしていきたい」と真剣な表情で語り、や
さしく目を細めていました。

知るぶぷれは「高梁を知る」と「シ
ルブプレ」（フランス語で「よろし
ければ」）をかけ合わせた言葉です　
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人生で初めての陶芸にチャレンジ !
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子さん。
優しく丁寧に教えてくれました。
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　　　成羽病院通信
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８
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濯
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岡
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岡
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。
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。
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縮
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。
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迎
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。
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療
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迎
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り勉学に励み、人格の向上に努めます」と宣誓しました。
　本年度も、こうして無事に新入生を迎えることができ、教職員一同、市民の皆様に心より感謝申し上げま
す。学生たちも高梁での新生活に、当初は不慣れな点も多いかと思いますが、どうか温かく見守ってください
ますようお願い申し上げます。

学園だより
　４月３日（月）、吉備国際大学及び順正高等看護福祉専門学校の合同入学宣誓式を行い、新入生 539 人が期
待を胸に本学での新生活をスタートしました。

入学宣誓式を挙行しました

問 順正学園入試広報室 ☎（25）９９４４

　桜が満開に咲き誇る中、これから始まる新生活に不安と期待の入り
交ざる新入生を前に、眞山滋志学長と村上重子・順正高等看護福祉専
門学校長から、新入生の入学が許可されました。
　眞山学長は、「皆さんの未来を確かにする自己変革に気力いっぱい
に挑戦され、価値ある学生生活を送られることを祈念いたします」と
式辞を述べ、村上校長は「皆さんには、共通の夢である看護師、介護
福祉士の資格を得ること、社会の一員としての役割を果たすことので
きる自律した人となるという目的があります。私たち教職員は全能力
を傾けて、皆さんの夢実現をお手伝いしたい」と激励しました。また、
加計美也子・順正学園理事長は「本学における学生生活を、あるいは、
二度とない青春の季節を、悔いのないよう、健康に留意して過ごされ、
素晴らしいキャンパスライフになりますことを祈念します」とお祝い
の言葉を贈りました。そして、新入生代表が「入学の上は、学則を守

問 成羽病院 ☎（42）３１１１
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